
一般財源

2,409,229

予　算　額

2,660,000 2,409,229

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

消防大学校　　   1名
消防学校　　    11名
救急救命士
　養成課程研修   1名
　就業前教育　   1名
　気管挿管認定   1名
　病院実習　　   9名
消防業務資格取得 5名

１　市民の信頼と期待に応えうる職員の養成を目的とし、消防学校等教育
　訓練に派遣することにより、消防業務に係る資格、知識及び技術の習得
　を行う(消防大学校･火災調査科、消防学校･上級幹部科、火災調査科、
　救急科、救助科等)。
２　救急救命士の養成、救急業務高度化に係る資格取得及び医学的知識、
　技術の習得を行う(気管挿管、病院実習等)。
３　現場活動に必要な消防資機材を取り扱うことができる職員の養成を目
　的とし資格取得を行う(小型移動式クレーン運転講習等)。

保守点検
　センター装置　一式
　端末装置　　 100台

１　市内に住む独り暮らし老人、又は老人世帯で病弱な人が突発的な災
　害、事故、急病等により援助を必要とするときに端末装置（緊急通報電
　話機、ペンダント型無線発信機及び手元ボタン）により消防本部の災害
　弱者緊急通報センター装置へ通報する機器の持管理費｡
２　端末装置更新、電池交換。
３　危険物、産業保安事務経常経費｡

保安情報一般業務費 単位：円

計
画
値

事 業 名

6,591,000 6,434,420

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

常 備 消 防 費

消防大学校　 　　1名
消防学校　　 　 10名
救急救命士
　養成課程研修　 1名
　就業前教育　 　1名
　気管挿管認定　 1名
　病院実習　　　 7名
消防業務資格取得 2名

単位：円職員教育訓練等事業費

１ 目９ 款 １ 項消 防 費 消 防 費

１　委託期間内の保守点検実施率 100％（すべて異常無し）である。利用
　者からは、いつでも消防機関に連絡できることから安心して日常生活が
　できると評価されている｡（緊急通報よる救急通報件数５件)
２　危険物施設立入検査実施率54.3％、産業保安施設立入検査実施率 100
　％実施している｡

事
業
内
容

事 業 名

実
績
値

成

果

計
画
値

実
績
値

１  県消防学校教育訓練派遣については、初任教育、幹部教育、火災調
　査、救急科、救助科等に派遣し、高度な技術、知識が得られ、それを伝
　達することにより職員全体のレベル向上が図られた。
２　救急救命士養成課程研修１名、気管挿管認定１名の養成を行い、22年
　度中に気管挿管24件、薬剤投与２件、輸液３件実施した。
３　消防業務資格については、玉掛技能資格１名、小型移動式クレー運転
　資格１名が資格を取得し、効率的な現場活動を実施した。

地　方　債 そ　の　他

保守点検
　センター装置　一式
　端末装置　　 100台
　　（実施率 100％）

財 源 内 訳

6,434,420

一般財源
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61,213,766

事 業 名

財 源 内 訳
国県支出金

決　算　額

成

果

計
画
値

実
績
値

　防災訓練、消防機械器具点検、消防団員教育、消防出初式、消防演習、
火災・災害等の防ぎょ活動を行い防災力の向上に寄与した。
春・秋の火災予防運動で一般家庭の防火点検を行い火災予防に寄与し

た｡

地　方　債 そ　の　他

市操法訓練　　　17回
市操法協議会の開催
支部操法訓練　　14回
支部操法協議会の開催
県操法訓練　　　10回
県操法競技会への出場

　消防操法競技会を通して、消防団員個々が技術の習得・向上と士気の高
揚を図ることができた。
　「小型ポンプの部」「自動車ポンプの部」ともに遠野釜石地区支部競技
会において、優勝し県大会出場を果たした。また、県大会では、「小型ポ
ンプの部」において、遠野市初の準優勝を果たした。

事
業
内
容

一般財源

９ 款 １ 項消 防 費 非 常 備 消 防 費

団員教育回数　　９回
防災訓練回数（分団単
位）　　　　　　11回
住宅防火点検　　２回
消防演習　　　　１回
消防出初式　　　１回

単位：円消防団出場管理費

２ 目消 防 費

実
績
値

事 業 名

61,945,000 61,213,766

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

団員教育回数　　６回
防災訓練回数（分団単
位）　　　　　　11回
住宅防火点検　　２回
消防演習　　　　１回
消防出初式　　　１回

　消防団活動及び組織を維持するため、消防団員への報酬、費用弁償及び
福祉制度負担金を確保する。
　儀式・演習を行い市勢を現し、機械器具点検、消防団員教育、防災訓練
を行うことにより防災対応力の向上を図る。

市操法訓練　　　10回
市操法競技会の開催
支部操法訓練　　10回
支部操法競技会の開催
県操法訓練　　　10回
県操法競技会への出場

　消防団員のポンプ操法技量の基礎を培い、競技による操作の三原則であ
る安全、確実、迅速の徹底と士気の高揚を図ることを目的とする。

消防団消防操法事業費 単位：円

計
画
値

一般財源

3,838,706

予　算　額

3,968,000 3,838,706

決　算　額
国県支出金
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成

果

実
績
値

　委託は、消防庁舎実施設計業務・通信指令システム設計業務・消防展示
実施設計業務・消防庁舎新築工事監理業務の発注を行った。
　工事は、造成道路水路工事・消防庁舎新築工事の発注を行った。
　また、三陸地域地震災害後方支援拠点施設整備推進協議会に係る会議や
防災フォーラムを開催した。
　東日本大震災の後方支援活動は、今までの訓練や構想により大いに機能
を発揮した。

成果について
　　○遠野市防災フォーラム
　　　・防災フォーラムの開催（１回）
　　○遠野市総合防災センター等整備市民懇談会
　　　・市民懇談会の開催（１回）
　　○三陸地域地震災害後方支援拠点施設整備推進協議会
　　　・推進協議会の開催（１回）
　　　・幹事会の開催（２回）
　　　・「日本海溝型地震・津波への海上保安部の対応」に関する説明を
　　　　受ける
　　　・東北地方整備局東北圏広域地方計画における広域防災拠点への位
　　　　置付け
　　○遠野市消防庁舎整備に係る工事概要説明会
　　　・利用者、遠野市土地改良区
　　○国道取付協議
　　　・道路占用許可、道路工事施行承認許可
　　○財産処分申請
　　　・担い手育成基盤整備事業「踊鹿地区」の財産処分許可
　　○委託
　　　・造成外構設計業務の完成（平成21年度から繰越）
　　　・遠野市消防庁舎実施設計業務の発注
　　　・遠野市消防本部通信指令システム設計業務の発注
　　　・遠野市消防庁舎消防展示実施設計業務の発注
　　　・遠野市消防庁舎新築工事監理業務の発注（平成23年度に繰越）
　　○工事
　　　・造成工事の完成（平成21年度から繰越）
　　　・造成道路水路工事の発注（平成23年度に繰越）
　　　・消防庁舎新築工事（平成23年度に繰越）

583,069,000 76,359,884

予　算　額
国県支出金

決　算　額
地　方　債

事
業
内
容

計
画
値

９ 款 １ 項消 防 費 消 防 費

事 業 名

　総合計画に基づき、市民の「安全安心な地域づくり」を図るため、老朽
化した消防庁舎を新築し、消防・防災・訓練・啓発拠点施設として整備を
進める。
　また、三陸地域地震災害後方支援拠点施設整備推進協議会に係る会議の
開催や防災フォーラムを行う。
　遠野市消防庁舎実施設計業務、造成道路水路工事、消防庁舎新築工事の
発注を行う。

防災フォーラム　１回
推進協議会（会議・幹
事会）　　　　　３回
市民懇談会　　　１回
実施設計業務発注
監理業務発注
造成道路水路工事発注
消防庁舎新築工事発注

財 源 内 訳

防災フォーラム　１回
推進協議会（会議・幹
事会）　　　　　３回
市民懇談会　　　１回
実施設計業務発注
監理業務発注
造成道路水路工事発注
消防庁舎新築工事発注

消 防 施 設 費

単位：円総合防災センター整備事業費

３ 目

71,300,000 5,059,884

そ　の　他 一般財源
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1,565,970

予　算　額

1,567,000 1,565,970

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

4,977,298

保守点検台数
　積載無線機　　67機
　携帯無線機　　５機

　消防団車両車載無線機及び携帯無線機の保守点検業務及び修繕。

保守点検台数
　積載無線機　　67機
　携帯無線機　　５機

　消防団車両車載無線機67機及び携帯無線機５機の保守点検を 100％実施
した。また、不良無線機の部品を修理交換し、災害時の指揮統制及び情報
伝達等に活用した｡

一般財源

事 業 名

事 業 名

5,007,000 4,977,298

　管内 866本の消火栓の維持管理及び消火栓標識（青笹・上郷）の設置を
行う。また、無蓋防火水槽フェンス、有蓋防火水槽の蓋の修繕を行う。

地　方　債
予　算　額

そ　の　他

　消火栓について、消防本部職員の点検と水道事務所の早急な修繕対応で
適切な維持管理が行われた。また、４箇所の防火水槽修繕、 170箇所の消
火栓標識を設置し、消防水利の保守管理を図った。

事
業
内
容

９ 款 項消 防 費 目

決　算　額

１ 消 防 費

一般財源国県支出金

消 防 施 設 費

消火栓維持管理負担金
　866本・3,496,000円
防火水槽修繕　４箇所
消火栓標識　 170箇所

単位：円消火栓等管理費

３

成

果

計
画
値

実
績
値

成

果

実
績
値

財 源 内 訳

事
業
内
容

消火栓維持管理負担金
　866本・3,496,000円
消火栓標識（青笹・上
郷）         120箇所
無蓋防火水槽フェンス
有蓋防火水槽の蓋の修
繕　　　　　　３箇所

消防団無線機整備事業費 単位：円

計
画
値
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計
画
値

実
績
値

単位：円防災行政無線整備事業費

事 業 名 防災基盤整備事業費

10,012,945

地　方　債 そ　の　他 一般財源国県支出金

10,111,000

９ 消 防 費 消 防 施 設 費消 防 費

成

果

実
績
値

３ 目

決　算　額

事 業 名

予　算　額

　保守点検を 100％実施した。さらに、子局内の蓄電池を交換し停電時の
対応を強化、災害時及び行政事務情報の一斉伝達に活用した｡

事
業
内
容

款 １ 項

操作卓　　　　　４台
固定局　　　　　５局
子局　　　　　 106局
蓄電池交換　　　57局

　防災行政無線の操作卓、子局、中継局の保守点検業務及び蓄電池交換修
理。
遠野（宮守町を除く）操作卓２台、固定局２局、子局71局
宮守町　　　　　　　操作卓３台、固定局２局、子局35局
蓄電池交換
　遠野（宮守町を除く）27局、宮守町30局

財 源 内 訳

計
画
値

操作卓　　　　　４台
固定局　　　　　５局
子局　　　　　 106局
蓄電池交換　　　57局

10,012,945

単位：円

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

小型動力ポンプ積載車
　　　　　　　　２台
小型動力ポンプ　２台

　消防団に配置する消防車両及び機械器具等を更新整備し、消防力の充実
強化を図った。
　・小型動力ポンプ積載車　２台
　　…　６－３（山口）、７－４（中沢）
　・小型動力ポンプ　２台
　　…　２－４（長岡分所）、４－２（沢ノ口分所）

一般財源

小型動力ポンプ積載車
　　　　　　　　２台
小型動力ポンプ　２台

　消防力を強化するため、消防団に配置している小型動力ポンプ積載車２
台、小型動力ポンプ２台を更新整備し、市民生活の安全確保を図る。

3,600,000

予　算　額

12,600,000 12,600,000 9,000,000

事
業
内
容

成

果

消防費 - 115 -



計
画
値

実
績
値

単位：円消防防災施設等整備事業費

事 業 名 通信指令装置等管理費

7,170,450

地　方　債 そ　の　他 一般財源国県支出金

8,286,000

９ 消 防 費 消 防 施 設 費消 防 費

成

果

実
績
値

３ 目

決　算　額

事 業 名

予　算　額

　消防施設の整備をしたことにより、消防水利の不便地域が解消され消防
水利の充足率が向上した。
　・防火水槽設置１基
　　…　綾織町みさ崎地区
　・消火栓設置３基
　　…　遠野町浜峠地区、青笹町下関地区（移設）、東北横断自動車道釜
　　　石秋田線工事に係る移設工事（宮守町遊井名田地区）

事
業
内
容

款 １ 項

609,075

防火水槽　　　　１基
消火栓　　　　　２基

　消防水利が不足している地域に防火水槽及び消火栓を設置し、消防水利
の充実強化を図る。

財 源 内 訳

計
画
値

防火水槽　　　　１基
消火栓　　　　　３基
　　（うち２基移設）

7,779,525

単位：円

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

保守点検
　指令台　　　　一式
　統制卓　　　　一式
　車載統制卓　　一式
　車載無線機　　17機
　携帯無線機　　20機
携帯無線機購入　１機

　保守点検を 100％実施するとともに、携帯無線機の更新整備を図り、災
害現場活動における指揮命令・情報収集等、消防活動に有効に活用でき
た｡

一般財源

保守点検
　指令台　　　　一式
　統制卓　　　　一式
　車載統制卓　　一式
　車載無線機　　17機
　携帯無線機　　20機
携帯無線機購入　１機

5,079,503

　消防指令台、無線設備、車載無線機及び携帯無線機の保守管理並びに修
繕業務。

予　算　額

5,174,000 5,079,503

事
業
内
容

成

果
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